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“農業生産”におけるエネルギーの概要と現状

2農業関連のエネルギー消費は生産段階だけではない
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◼ 一次エネルギーと二次エネルギー

⚫ 作物生産システムである圃場に投入されるエネルギーには、一次エネルギーと二次エネルギーがある。

⚫ 生産性向上のために人工的に投入される二次投入エネルギーには、光熱電力に加えて、肥料・農薬・農業機

械・ビニール等の農業施設も含まれる。

⚫ 日本の農業のエネルギー効率は総じて低い。経営効率の高い野菜・果実が生産品目の主力であることに依る。

◼ 作物生産システムとエネルギーの流れ

出典：仁平 尊明「日本における作物生産の投入・産出エネルギーの算定」（『筑波大学人文地理学研究』2003年3月） 図の色枠著者追記・棒グラフを著者作成
農林水産省「令和元年農業総産出額及び生産農業所得（全国）」 円グラフを著者作成

◼ 投入産出エネルギー比

※一次投入エネルギーは「植物体に直接取り込まれ」「基本的に一回の
作物生産で消費されて，その一部が収穫物となる」

※投入産出エネルギー比＝産出／投入
１を上回るほど高効率、下回るほど低効率

穀類

32%

野菜

38%

果実

15%

他

10%

豆類
1%

いも類
4%

※2019年速報値

◼ 種別産出額割合
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“食料輸送”におけるエネルギーの概要と現状

3日本政府はどのように取り組もうとしているのか
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◼ 食料輸送がエネルギー消費に与える影響

⚫ 国内で作られた農作物の輸送に係るエネルギー消費の割合は、生産・加工等に比べて高くない。

⚫ 食料輸入の負荷を示す指標・フードマイレージは日本が世界１位である。日本の自給率は38％（カロリーベー

ス・2017年）と低水準であり、輸入が食料に係るエネルギー消費量を押し上げているといえる。

◼ 事例：コメの各工程のCO2排出量

出典：農林水産省「トピックス ～環境問題と食料・農業・農村～ （3）環境保全に向
けた食料分野での取組」 グラフを著者作成

◼ 各国のフードマイレージ（2001年）

出典：齋藤雅典「農業におけるＬＣＡとカーボンフットプリント」
グラフの色著者追記



農業分野におけるエネルギー政策

4農業の特性は、一次エネルギーを活用できること

Confidential information. Unauthorized use, reprinting, or reproduction is strictly prohibited. Satisfactory Group All Rights Reserved.

◼ 生産段階・輸送段階それぞれの政策とは

⚫ 輸送段階のエネルギー削減につながる政策として「自給率の向上」が挙げられる。

⚫ 生産段階のエネルギー削減につながる政策として「農林水産物の生産プロセスの脱炭素化」が挙げられる。

⚫ 生産段階の政策は技術・イノベーション分野が目立つが、「有機農業の推進」も重要な方策の１つである。

◼ 令和12年度の食料自給力指標の見通し

出典：農林水産省「食料・農業・農村基本計画の概要」ポイントを著者追記／食料・農業・農村政策審議会企画部会地球環境小委員会・林政審議会施策部会地球
環境小委員会・水産政策審議会企画部会地球環境小委員会「脱炭素化社会に向けた農林水産分野の基本的考え方について」枠著者追記

◼ 「2050ビジョン」

・農地の確保
・単収向上
・労働力確保
・技術革新

ポイント



有機農業と小規模農

5日本における小規模農の現状と未来
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◼ 一次エネルギーを効率的に利用する有機農業と担い手

⚫ 有機農業は「生物の多様性、生物的循環及び土壌の生物活性等、農業生態系の健全性を促進し強化する全体

的な生産管理システム」。一次エネルギーの効率的利用が主眼となり、持続可能な農業として推進されるア

グリエコロジーとも相補的である。

⚫ アグロエコロジーの中心的役割を担う小規模・家族農は、今後の「効率的な農業」に寄与する。

◼ 有機生産システム

出典：農林水産省「“有機農業”ってこんな農業」

◼ アグロエコロジーと小規模・家族農

出典：家族農林漁業プラットフォーム・ジャパン「家族農業の10年とは」

「ここにきて農業の効率性を測る尺度自体が変化して
います。農業の効率性は、労働生産性のみで測れるも
のではありません。土地生産性は大規模経営よりも小
規模経営で高いことが知られています。また今、重要
視されているのがエネルギー効率性です。化石燃料等
の農場外部の資源への依存度が低い小規模・家族農業
の隠れた効率性が注目されているのです。

また、経済・社会・環境的に持続可能な農業として
推進されている「アグロエコロジー」の実践において
も、もっとも優位性を発揮するのが小規模・家族農業
だと評価されています」



持続可能な農業の実現に向かって

6有機農業の特性を活かし持続可能な農へ
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◼ 日本の「小規模農による有機農業」発展の萌芽

⚫ 日本においても、家族農が農業経営体の主体である（97％）。

⚫ 新規就農者は有機農業への志向性が高い。慣行栽培を行う農業者も、約6割が有機栽培等への意向がある。

⚫ 「小規模農による有機農業」の活性化のためには、日本の農業の多面的課題に対応する多角的な政策・支援

の継続的実行が望まれる。

◼ 農業経営体割合

出典：農林水産省「平成31年度
農業構造動態調査」図を著者作成

◼ 農業者の有機農業への志向性

家族経営体
97％

組織経営体
３％

（2019年現在）

新規参入者

農 家 全 体

有機農業に取り組んでいる

取り組んでいない

26.6％

0.5％

（2010年現在）

慣 行 栽 培

従 事 者

有機栽培等に取り組みたい

どちらかといえば取り組みたい

11.4％ 43.7％

◼ 課題と政策・支援

出典：農林水産省「有機農業をめぐる事情」
図を著者作成

高齢化による
農業人口減少

新規就農

農地・資金・
住宅の確保

技術の習得

経営の継続

有機農業に
かかる労力

スマート
農業推進

自治体・
地域組織
の支援

土壌・水・空気の健全性、周辺環境の
生物多様性と矛盾しない政策・地域運営

＜農業分野＞

＜環境分野：一次エネルギーの効率的利用のために＞

出典：農林水産省「有機農業をめぐる事情」、全国新規就農相
談センター「新規参入者の就農実態と展開方向」図を著者作成



補足：有機農業をめぐる最新動向

7
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◼ 有機農業を農地の25％まで拡大へ 脱炭素で2050年までに ◼ 「みどりの食料システム戦略」に対する学会提言

・面積を100万ヘクタールへ
（国内農地の25％、2017年の40倍以上）

・農薬 50％使用削減
・化学肥料 30％使用削減
・生産者支援
・病気、害虫に強い品種の開発強化

有機農業の拡大目標（2050年まで）

出典：NHK「有機農業を農地の25％まで拡大へ 脱炭素で2050年までに 農水
省」2021年2月27日 図を著者作成

農林水産省「みどりの食料システム戦略」

慣行栽培
化学肥料 → 窒素が温室効果ガスの原因に

農 薬 → 生態系に影響

有機農業学会による提言（2021年3月19日）

出典：日本有機農業学会,「みどりの食料システム戦略」に言及されている有
機農業拡大の数値目標実現に対する提言書」 図を著者作成

「有機農業」という言葉の再定義

技術革新 (イノベーション)の方向性

担い手の育成と農地の確保

畜産のあり方

農山漁村の地域振興

消費拡大の方向性

国民の農業理解の必要性

農業生産と環境保全が両立するメカニズムであることを広く周知

生態系の機能を向上させて間接的に作物に働きかける技術の促進

公共調達の手法を活用し、有機農産物を公共セクターが率先して購入
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